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令和７年度 第１回尾張旭市介護保険運営協議会会議録 

１ 開催日時 

令和７年７月１４日（月） 

開会 午後１時３０分 

閉会 午後３時 

２ 開催場所 

市役所 ３階 講堂１、２ 

３ 出席委員 

  小塩 泰代、日比野 壮貴、可児 寿英、鷲尾 幸子、秋田 誠、岡田 敏彦、

柴田 豊、與語 純子、長谷川 裕子、斎藤 恵津子、鈴木 亮二、橋本 千尋、

瀬木 敦子、藤川 千恵（計１４名） 

４ 欠席委員 

古橋 完美（１名） 

５ 傍聴者数 

なし 

６ 出席した事務局職員 

健康福祉部長 臼井武男、長寿課長 坂田みどり、長寿課長補佐兼長寿支援係長 

秋山さちこ、長寿課介護保険係 松平康介、長寿課主事 中島万由子、地域包括支

援センター所長 松野宏美、地域包括支援センター次長 星原淳一、生活支援コー

ディネーター 森島一樹 

７ 議題 

⑴ 介護予防支援委託業務に係る指定居宅介護支援事業者の新規承認について

（資料１） 

⑵ 尾張旭市地域包括支援センターの運営状況について（資料２） 

⑶ 第９期高齢者保健福祉計画の進行管理について（資料３） 

⑷ 地域包括支援センターの整備について（資料４） 

⑸ 尾張旭市地域密着型サービスの整備方針及び募集要項等について（資料５） 

⑹ 尾張旭市地域密着型サービス事業者選定に係るオブザーバー委員の選出につ

いて(資料６) 

８ 会議要旨 

＜ 開  会 ＞ 

 

事 務 局 

 

 

 

 

長寿課長の坂田でございます。定刻となりましたので、始めさ

せていただきます。 

本日は、お忙しい中、令和７年度第１回尾張旭市介護保険運営
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小 塩 会 長 

 

長 寿 課 長 

 

 

 

 

 

 

鷲 尾 委 員 

 

長 寿 課 長 

 

 

岡 田 委 員 

 

長 寿 課 長 

 

 

斎 藤 委 員 

 

長 寿 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会にお集まりいただき、ありがとうございます。本日は、古

橋委員から、欠席の連絡を伺っておりますが、１４名の委員の御

出席をいただいており、尾張旭市介護保険運営協議会規則第５条

第２項の規定にあります定足数に達しておりますことを、報告さ

せていただきます。 

なお、この協議会は、尾張旭市附属機関等の基本的取扱いに関

する要綱第６条の規定に基づき、公開により開催されます。 

 それでは、開会に当たりまして、会長の小塩様からあいさつを

いただきます。 

 

 ＊＊ あいさつ ＊＊ 

 

続きまして、今回、委員の異動が３名ございましたので、御紹

介させていただきます。 

お手元の委員名簿と座席表をご覧ください。 

 

 尾張旭市薬剤師会推薦の委員、西山 翔委員の後任としまし

て、鷲尾 幸子（わしお ゆきこ）委員 

 

＊＊ 鷲尾 幸子委員挨拶 ＊＊ 

 

 尾張旭市自治連合協議会推薦の委員、水野 奉徳委員の後任と

しまして、岡田 敏彦（おかだ としひこ）委員 

 

＊＊ 岡田 敏彦委員挨拶 ＊＊ 

 

 尾張旭市介護サービス事業者連絡会推薦の委員、丸山 貴子委

員の後任としまして、斎藤 恵津子（さいとう えつこ）委員 

 

＊＊ 斎藤 恵津子委員挨拶 ＊＊ 

 

 以上の３名の方が、今回から委員として就任されております。

よろしくお願いいたします。 

 

 続きまして、今年度、異動がありました事務局職員、尾張旭市

地域包括支援センター職員について紹介させていただきます。 

 

 長寿課長 坂田 みどりです。 

 よろしくお願いいたします。 

 

 長寿課介護保険係長 松平 康介です。 

 よろしくお願いいたします。 
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長 寿 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

地域包括支援センター 

松 野 所 長 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センター 

松 野 所 長 

 

小 塩 会 長 

 

 

岡 田 委 員 

 

 

 

長寿課庶務係 中島 万由子です。 

よろしくお願いいたします。 

 

尾張旭市地域包括支援センター 松野 宏美です。 

よろしくお願いいたします。 

 

また、本日、事務局の長寿課庶務係長 前橋 貴子は体調不良

のため欠席しておりますのでご承知おきください。 

 

それでは、議事に入る前に、本日の資料の確認をさせていただ

きます。 

 

＊＊ 資料の確認 ＊＊ 

 

それでは、以降の議事の進行につきましては、会長にお願いし

たいと思います。 

 

それでは、議題に入ります。本日は、議題が６件ございます。 

初めに、議題⑴「介護予防支援委託業に係る指定居宅介護支援

事業者の新規承認について」地域包括支援センターから説明をお

願いします。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明につきまして、御意見、御質問はございません

でしょうか。 

 

御意見、御質問等ないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

 

では、議題⑵「尾張旭市地域包括支援センターの運営状況につ

いて」地域包括支援センターから説明をお願いします。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明につきまして、御意見、御質問はございません

でしょうか。 

 

ケアプラン作成件数について、地域包括支援センターが委託先

居宅介護支援事業所の作成件数を上回ったとのことですが、理由

はありますか。 
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地域包括支援センター 

松 野 所 長 

 

 

 

岡 田 委 員 

 

地域包括支援センター 

松 野 所 長 

 

岡 田 委 員 

 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

地域包括支援センター 

松 野 所 長 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

居宅介護支援事業者へ委託できる件数が徐々に減っているた

め、地域包括支援センターで作成しなければならない件数が増え

ている傾向にあります。 

 

内容やニーズが変わってきたということですか。 

 

内容は変わりありませんが、委託事業者の方がキャパオーバー

となっており、引き受けてもらえない状況です。 

 

そういうことでしたか。 

包括支援センターも人数が限られているため、負担が増えるこ

とで精度が落ちていくのが心配なので、委託に出せるものは出し

たほうが良いと思いました。 

 

議題⑴にありました、居宅介護支援事業者が新規で承認された

というところでは、受け皿が少し増えるという理解でよろしいで

しょうか。 

 

はい、その通りです。 

 

他の方いかがでしょうか。 

 

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

 

では、議題⑶「第９期高齢者保健福祉計画の進行管理につい

て」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 ただいまの説明につきまして、御意見、御質問はいかがでしょ

うか。 

 

それでは、私から質問よろしいでしょうか。 

資料３－３について、注目しておくとよいところを教えてくだ

さい。 

 

ステップ２ 利用者数の比較の表にあります、施設サービスの

項目につきまして、計画値と大きく乖離しております。その理由

として、近隣市で介護医療院が開設されたことが挙げられます。

また、来年度以降、近隣市で特別養護老人ホームが開設するとの
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小 塩 会 長 

 

秋 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話もありますので、今後も施設利用者が増えていくことが見込ま

れるため、動向に注目しております。 

 

他に御意見いかがでしょうか。 

 

高齢者保健福祉計画では色々な施策が並んでいますが、３つ重

点取組項目を定めているというところで、そこに力を入れておら

れると理解しております。そうした中で、認知症について、重点

取組項目の一番初めに取り上げているというのは、認知症という

病に対して、医師や薬剤師など各分野で取組を行っているところ

で、行政側ができる認知症施策の推進というのは限られているの

ではないかと思うが、中々難しいことに取り組んでおられるなと

感じました。 

資料３の２⑴認知症施策の推進➁の表で、「あたまの元気ま

る」について、受験者数は減少傾向にあるため見直しを図りまし

たとあります。また「標準的な認知症ケアパスの普及」につい

て、普及に努めましたとあります。この２点について、具体的な

取り組みについて教えてください。 

 

非常に重要な項目かと思います。まず、認知症施策について、

一番に挙げられている理由を説明いただいたあと、「あたまの元

気まる」と「認知症ケアパスの普及」について、具体的な取り組

みの説明をお願いします。 

 

重点取組１として挙げられている理由としまして、後期高齢者

が増加しており、認知症になるリスクが高くなっていることと、

社会の中で認知症への理解が十分浸透していないことを踏まえる

と、行政として取り組むべき大事な課題であると認識しているか

らです。 

「あたまの元気まる」については、令和６年度から、VR と視線

追跡技術を活用した検査方法にリニューアルいたしました。従来

の「あたまの元気まる」は、一問一答形式で行われており、テス

トをされているような緊張感があったと聞いております。また、

１５分ほど時間を要する点も、受検者の負担になっていたと思わ

れます。リニューアル後は、簡単な計算などの認知課題に対し目

線の動きで回答するといった、ゲーム感覚で行えるものとなって

おります。また、所要時間もおよそ５分から１０分程度のため、

受検者の負担も軽減されております。 

次に、標準的な認知症ケアパスの普及についてです。 

認知症ケアパスとは、認知症の人やその家族が、安心して地域

で暮らし続けられるように、都度どのような医療や介護サービス

を受ければよいか理解できるように本市のオリジナルで作成して
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秋 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

います。これは、行政だけでなく、日頃から認知症の方から相談

を受けている地域推進委員の協力も得て作成しているものです 

昨年度は、少しでも多くの方にこのパスの存在を知ってもらえ

るよう、健康フェスタや、認知症月間中、市役所の来庁者に説明

しながら配布をしました。また、専門職にも配布し、専門職から

の普及啓発にも努めました。 

 

よくわかりました。 

前の計画でも認知症についての施策に取り組まれていたので、

今後もその取り組みを進めていただけるといいかと思います。 

もう１つ質問です。 

⑵医療と介護との連携強化①について、希望する看取りが行え

るような体制の整備とありますが、今後、介護を経験していく中

で、看取りについていつ考えるか、どのようになっていくのかと

いうことが心に引っかかりました。そうした看取りについての施

策が計画の中に入っているということは、これから色々な行政施

策が展開されるのかなと思います。 

表の下段に「ＡＣＰ：愛称「人生会議」」の啓発に努めますと

ありますが、具体的な内容について、看取りとの関係も含めて教

えてください。 

 

まず、ＡＰＣとはアドバンス・ケア・プランニングの略で、

「人生会議」はその愛称です。病気になったり、介護が必要に

なったりしたとき、「自分はどう生きたいか」「最期をどのよう

に過ごしたいのか」をあらかじめ考えて、家族や大切な人、医

療・介護ケアチームと話し合い、自分の思いを共有しておくこと

をお勧めしています。これは、家族側から言い換えれば、本人の

望む看取りの形の準備といえます。 

具体的には、瀬戸旭在宅医療介護連携推進協議会と協力し、パ

ンフレット等の配布、ＨＰによる啓発などを行っています。（最

近は未開催ですが、コロナ前の令和元年度までは、１１月３０日

（イイミトリの日）前後に講演会も開催しておりました。） 

また、令和６年１１月２５日～２９日には、市役所ロビーで

「人生会議」の周知に関するパネル展示を行いました。 

外にも、これからの自分らしい生き方、自分らしい終活を、家

族や大切な人と話し合う「人生会議」に役立つ「エンディング

ノート」を、長寿課窓口で配布し、啓発に努めております。 

 

 

ありがとうございます。 

ＡＣＰという言葉は聞き慣れないものかと思いますが、この機

会に気にかけていただくといいかと思います。１回だけ会議を行
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事 務 局 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

小 塩 会 長 

 

 

橋 本 委 員 

 

小 塩 会 長 

 

うのではなく、繰り返し行うことに大きい意味があるかと思いま

すので、関心を持っていただいて、皆さんから身の回りの人に発

信していただくことも大事かと思います。 

 

その他に御意見、御質問はございますか。 

 

それでは次の議題に移りたいと思います。 

 議題⑷「地域包括支援センターの体制整備について」事務局か

ら説明をお願いします。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明について、御意見、御質問はいかがでしょう

か。 

 

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

 

それでは、議題⑸ 「尾張旭市地域密着型サービスの整備方針及

び募集要項等について」事務局から説明をお願いします。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明について、御意見、御質問はいかがでしょう

か。 

 

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

 

それでは、議題⑹ 「尾張旭市地域密着型サービス事業者選定に

係るオブザーバー委員の選出について」事務局から説明をお願いし

ます。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

オブザーバー委員について、２名の選出ということで、どなた

か参加していただける委員はいらっしゃいますか。 

 

＊＊ 挙手 ＊＊ 

 

ありがとうございます。 

２名程度ということですが、他にいらっしゃいますでしょう
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岡 田 委 員 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

小 塩 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

か。 

 

＊＊ 挙手 ＊＊ 

 

ありがとうございます。 

 

それでは橋本委員と岡田委員にお願いしたいと思います。橋本

委員、岡田委員よろしくお願いいたします。 

 詳細は後日、事務局から再度連絡させていただきます。 

 

以上を持ちまして、本日の議題は終了とさせていただきます。 

何か御質問はございませんか。 

 

それでは、事務局から今後の日程を含めた連絡事項等をお願い

します。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

・今後のスケジュール 

（次回 令和７年１１月頃予定） 

 

これをもちまして、令和７年度第１回尾張旭市介護保険運営協

議会を終了させていただきます。本日は長時間に渡り御審議いた

だきまして、ありがとうございました。 

 

 


